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○ 基本的な考え方

 第２回協議会(Ｈ24.5.17)提出の『(案)⼤阪にふさわしい⼤都市制度“⼤阪都の実現”』のうち、『３基礎自治体
の在り方 (2)大阪市の在り方』の『⑤区割り』について、具体的な４案を試案（区割り試案）として提示するもの。

 この区割り試案は、平成24年８⽉に就任した⼤阪市の24公募区⻑が、⾏政区のブロックの区割り試案として、とりま
とめたもの（11月15日 区⻑会議決定）をもとに、市⻑の試案としたもの。

 今後、新たな特別区の制度設計を議論する法定協議会の場においても、この市⻑試案をたたき台として提⽰し、議
論を深めたい。

 今後、区⻑を中⼼に区⺠意⾒の把握に努め、⾏政的に、さらに議論を深めていくこととしており、 法定協議会での議
論も踏まえ、住⺠の理解が得られる区割り(最終案)を作成していきたい。

● 区割り試案の位置づけ

 ブロック化にあたっては、ニア・イズ・ベターの視点と⾏政的な効率化・最適化の視点が前提。
 将来にわたった人口規模に配慮するため、平成47年度時点の将来推計⼈⼝を基準とし、1ブロックあたり30万人を
ベースとするものと50万人をベースとするものの2パターンを想定

 ２パターンについて、さらに⼤阪のエンジンである中央区と北区については、分離して多芯化を図るものと合体して集積
性を高めるものという二つに分けたパターンを作成。

 具体的なブロック化においては、コミュニティの⼀体性の確保の観点から鉄道網、⾏政機関、⼩学校等の配置状況、
合区・分区の歴史等を考慮

①７ブロック（北・中央区分離） ②７ブロック（北・中央区合体）
③５ブロック（北・中央区分離） ④５ブロック（北・中央区合体）４案の策定

● 区割り試案を検討するにあたっての基本的な考え方
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区の内訳
H22 国調
人口

Ａ 都島区・北区・福島区 280,314 

Ｂ 此花区・⻄区・港区・⼤正区・⻄淀川区 400,588 

Ｃ 天王寺区・中央区・浪速区 210,207 

Ｄ 淀川区・東淀川区 348,663 

Ｅ 城東区・東成区・旭区・鶴⾒区 449,700 

Ｆ 平野区・生野区・東住吉区 464,738 

Ｇ ⻄成区・住之江区・阿倍野区・住吉区 511,104 

H47
推計人口

299,493

372,050

272,851

268,929

383,838

336,493

345,753

区の内訳
H22 国調
人口

Ａ 都島区・北区・中央区 291,711 

Ｂ 此花区・福島区・⻄区・港区・⻄淀川区 398,368 

Ｃ 天王寺区・浪速区・東成区・⽣野区 345,760 

Ｄ 淀川区・東淀川区 348,663 

Ｅ 城東区・旭区・鶴⾒区 369,469 

Ｆ 平野区・阿倍野区・東住吉区 437,079 

Ｇ ⻄成区・⼤正区・住之江区・住吉区 474,264 

H47
推計人口

337,845

417,282

311,810

268,929

313,166

330,749

299,626



試案3 5ブロック（北区・中央区分離） 試案4 5ブロック（北区・中央区合体）
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区の内訳
H22 国調
人口

Ａ 都島区・北区・淀川区・東淀川区 561,687 

Ｂ 此花区・福島区・港区・大正区・
⻄淀川区・住之江区 512,030 

Ｃ 城東区・東成区・生野区・旭区・
鶴⾒区 583,709 

Ｄ 平野区・阿倍野区・住吉区・
東住吉区 592,651 

Ｅ ⻄成区・中央区・⻄区・
天王寺区・浪速区 415,237 
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区の内訳
H22 国調
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Ａ 都島区・淀川区・東淀川区・旭区 543,750 

Ｂ 此花区・福島区・⻄区・港区・⼤正区・
⻄淀川区 467,878 

Ｃ 城東区・東成区・⽣野区・鶴⾒区 491,254 

Ｄ 平野区・住之江区・住吉区・東住吉区 613,511 

Ｅ ⻄成区・北区・中央区・天王寺区・
浪速区・阿倍野区 548,921 

H47
推計人口

425,450
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413,314
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539,485
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要素 試案1
７ブロック案 （北・中央分離）

試案２
７ブロック案 （北・中央合体）

試案３
５ブロック案 （北・中央分離）

試案4
５ブロック案 （北・中央合体）

基本的な
考え方 地域の結びつき（コミュニティ、交通）並びに⾏政区同⼠の結びつきを考慮するとともに、⼀体開発など将来性を検討してブロック案を策定。

将来推計人口
(Ｈ47年度時点) 将来推計人口30万人以上 将来推計人口45万人前後

A

構成区 都島区・北区・福島区 都島区・北区・中央区 都島区・北区・淀川区・東淀川区 都島区・淀川区・東淀川区・旭区

(面積・25年後人口) （２１．０５ｋ㎡・２９９，４３３人） （２５．２６ｋ㎡・３３７，８４５人） （４２．２７ｋ㎡・４８１，５１１人） （３８．２４ｋ㎡・４２５，４５０人）

歴史的背景

• 都島区は旧北区より分区 • 都島区は旧北区より分区 －

－
• 淀川区は旧東淀川区より分区

• 旧東淀川区より分区した⼤淀区と北区は合区 －

まちの将来像等
• 梅⽥を中⼼とする東⻄軸の商業地域を集積（京橋、
福島）

• 商業地域を支える住居地域としての都島区、福島区
の活性化

• 市内中心部の商業地域の集積（梅田、難波、京
橋）

• 商業地域を支える住居地域としての都島区の活性
化、再開発

• 北部住居地域および北部商業地域を集積 • 北東部住居地域を集積
• 新大阪・京橋を拠点としたまちづくり

移動・交流の視点 • 鉄道および幹線道による結びつきを導入 － • 鉄道および幹線道路による結びつきを重視
⇒梅田・新大阪・京橋を拠点とする商業活動 • 鉄道および幹線道路による結びつきを重視

● 区割り試案の考え方 〜⽐較⼀覧表〜 6

＊ 部分は、比較対象部分

B

構成区 此花区・⻄区・港区・大正区・⻄淀川区 此花区・福島区・⻄区・港区・⻄淀川区 此花区・福島区・港区・大正区
・⻄淀川区・住之江区

此花区・福島区・⻄区・港区
・大正区・⻄淀川区

(面積・25年後人口) （５３．１７ｋ㎡・３７２，０５０人） （４８．４１ｋ㎡・４１７，２８２人） （７３．４１ｋ㎡・４３２，２４２人） （５７．８４ｋ㎡・４５８，９６１人）

歴史的背景
• 旧港区、旧此花区は旧⻄区より分区 • 旧港区、旧此花区は旧⻄区より分区

－ • 福島区は旧此花区より分区 • 福島区は旧此花区より分区
• 大正区は旧港区より分区 － • 大正区は旧港区より分区

まちの将来像等
• ⻄部・⻄北部港湾地域および隣接商業地域（⻄
区）を集積
⇒商業地域を後背地とした一体的な港湾開発を考
慮

• ⻄部・⻄北部港湾地域および隣接商業地域を集積
⇒商業地域を後背地とした一体的な港湾開発を考
慮

• 港湾地域を集積し、隣接商業地域である福島区を
組み込むことによる一体開発

• 港湾地域を集積し、隣接商業地域である福島区・⻄
区を組み込むことによる一体開発（住・商・工のバラ
ンスの取れたエリア）

移動・交流の視点 ・ 鉄道および幹線道路・⾼速道路による結びつきを重視 ・ 鉄道および幹線道路・⾼速道路による結びつきを重視

C

構成区 天王寺区・中央区・浪速区 天王寺区・浪速区・東成区・生野区 城東区・東成区・生野区・旭区・鶴⾒区 城東区・東成区・生野区・鶴⾒区

(面積・25年後人口) （１８．０５ｋ㎡・２７２，８５１人） （２２．１０ｋ㎡・３１１，８１０人） （３５．８１ｋ㎡・４７７，３８８人） （２９．５１ｋ㎡・４１３，３１４人）

歴史的背景
• 天王寺区・浪速区は旧南区（現中央区）より分区 • 鶴⾒区は旧城東区より分区

－ • 生野区は旧東成区より分区
• 生野区・旧旭区は旧東成区より分区 • 生野区は旧東成区より分区
• 旧城東区は旧旭区より分区 －

まちの将来像等 • 淀屋橋・難波・天王寺の南北軸の商業地域を集積 － • 東部住居地域を集積

移動・交流の視点 • 鉄道および幹線道路による結びつきを重視 • 鉄道による結びつきを重視 ⇒ 鶴橋・難波・天王寺
を拠点とした東⻄軸によるまちづくり • 鉄道および幹線道路による結びつきを重視 ⇒ 南北軸によるまちづくり



D

構成区 淀川区・東淀川区 平野区・阿倍野区・住吉区・東住吉区 平野区・住之江区・住吉区・東住吉区

(面積・25年後人口) （２５．８９ｋ㎡・２６８，９２９人） （４０．３８ｋ㎡・４４３，３３３人） （５５．１６ｋ㎡・４４２，１９７人）

歴史的背景 • 淀川区は旧東淀川区より分区
• 平野区は旧東住吉区より分区

• 阿倍野区、旧東住吉区は旧住吉区より分区 • 旧東住吉区は旧住吉区より分区
－ • 住之江区は旧住吉区より分区

まちの将来像等 • 北部住居地域を集積 • 南東部住居地域を集積 • 南部住居地域を集積
⇒東⻄軸によるまちづくりから港湾地域への発展

移動・交流の視点 － • 鉄道および幹線道路・⾼速道路による結びつきを重
視 ⇒ 阿倍野を拠点とした放射状の開発 • 鉄道および幹線道路による結びつきを重視

E

構成区 城東区・東成区・旭区・鶴⾒区 城東区・旭区・鶴⾒区 ⻄成区・中央区・⻄区・天王寺区・浪速区 ⻄成区・北区・中央区・天王寺区
・浪速区・阿倍野区

（面積・25年後⼈⼝） （２７．４３ｋ㎡・３８３，８３８人） （２２．８８ｋ㎡・３１３，１６６人） （３０．６０ｋ㎡・４４４，９３３人） （４１．７２ｋ㎡・５３９，４８５人）

歴史的背景
• 鶴⾒区は旧城東区より分区 • 天王寺区・浪速区は旧南区（現中央区）より分区
• 旧城東区は旧旭区より分区

• 中央区は旧東区・旧南区の合区
• 旧旭区は旧東成区より分区 －

まちの将来像等 • 東部住居地域を集積 • ＪＲ環状線の内側を中心に集積した商業地域
• 市内中心部を貫く大阪の発展の牽引としての役割
（梅田・難波・天王寺）

• 商業地域（北・中央・浪速）と住居地域（天王
寺・⻄成・阿倍野）のバランスの取れたエリア

移動・交流の視点 • 鉄道および幹線道路による結びつきを重視 • 鉄道による結びつきを重視 ⇒ 南部住居地域（⻄
成）を背景とした商業振興

• 鉄道および幹線道路・⾼速道路による結びつきを重
視

F

構成区 平野区・生野区・東住吉区 平野区・阿倍野区・東住吉区

（面積・25年後⼈⼝） （３３．４３ｋ㎡・３３６，４９３人） （３１．０４ｋ㎡・３３０，７４９人）

歴史的背景
• 平野区は旧東住吉区より分区

－ • 阿倍野区、旧東住吉区は旧住吉区より分区

まちの将来像等 • 南東部住居地域を集積

移動・交流の視点 • 鉄道および幹線道路・⾼速道路による結びつきを重
視 ⇒ 南北軸によるまちづくり

• 鉄道および幹線道路・⾼速道路による結びつきを重
視 ⇒ 阿倍野を拠点とした放射状の開発

G

構成区 ⻄成区・住之江区・阿倍野区・住吉区 ⻄成区・大正区・住之江区・住吉区

（面積・25年後⼈⼝） （４３．４５ｋ㎡・３４５，７５３人） （４６．８９ｋ㎡・２９９，６２６人）

歴史的背景 • 住之江区、阿倍野区は旧住吉区より分区 • 住之江区は旧住吉区より分区

まちの将来像等 • ⻄南部港湾地域および隣接の南部住居地域を集積
⇒ 住居地域を後背地に港湾開発

• ⻄南部の港湾地域および隣接住居地域を集積、一
体的な港湾開発

移動・交流の視点 • 鉄道および幹線道路・⾼速道路による結びつきを重視 7



淀川区

東淀川区

⻄淀川区 福島区

北区
都島区

旭区

城東区 鶴⾒区Ａ
Ｅ

Ｄ

Ｂ

○ 試案１ 7ブロック（北区・中央区分離） 【考え方】

• 淀川区は旧東淀川区より分区
• 北部住居地域を集積Ｄ

• 大正区は旧港区より分区、旧
港区・旧此花区は旧⻄区より
分区

• ⻄部・⻄北部港湾地域および

• 都島区は旧北区より分区
• 梅⽥を中⼼とする東⻄軸の商業地域を集積
（京橋・福島）

• 鉄道および幹線道による結びつきを導入
• 商業地域を支える住居地域としての都島区・福
島区の活性化

Ａ
• 鶴⾒区は旧城東区より分区、旧城東区は旧
旭区より分区、旧旭区は旧東成区より分区

• 東部住居地域を集積
• 鉄道および幹線道路による結びつきを重視

Ｅ

将来推計人口30万人以上（平成47年度時点）を基本とし、地域の結びつき（コミュニティ、交通）並びに⾏政区同⼠
の結びつきを考慮するとともに、一体開発など将来性を検討して案を策定

8

此花区
⻄区 中央区

住之江区

港区

大正区 ⻄成区

浪速区
天王寺区

東成区

生野区

住吉区

阿倍野区

東住吉区

平野区

Ｅ

Ｃ

Ｂ• ⻄部・⻄北部港湾地域および
隣接商業地域（⻄区）を集
積
⇒ 商業地域を後背地とした一
体的な港湾開発を考慮

• 鉄道および幹線道路・⾼速道
路による結びつきを重視

Ｂ
• 天王寺区・浪速区は旧南区（現中央
区）より分区

• 淀屋橋・難波・天王寺の南北軸の商業
地域を集積

• 鉄道および幹線道路による結びつきを重
視

Ｃ

• 住之江区、阿倍野区は旧住吉区より分区
• ⻄南部港湾地域および隣接の南部住居地域を集積
⇒ 住居地域を後背地に港湾開発

• 鉄道および幹線道路・⾼速道路による結びつきを重視
Ｇ

Ｇ

Ｆ

• 平野区は旧東住吉区より分区
• 南東部住居地域を集積
• 鉄道および幹線道路・⾼速道路による結びつきを
重視 ⇒ 南北軸によるまちづくり

Ｆ



○ 試案２ 7ブロック（北区・中央区合体） 【考え方】

淀川区

東淀川区

⻄淀川区

福島区

北区

都島区

旭区

城東区 鶴⾒区

Ａ

Ｅ

Ｄ

• 淀川区は旧東淀川区より分区
• 北部住居地域を集積Ｄ

• 福島区は旧此花区より分区、港
区・旧此花区は旧⻄区より分区

• ⻄部・⻄北部港湾地域および隣
接商業地域を集積
⇒ 商業地域を後背地とした一
体的な港湾開発を考慮

Ｂ

• 都島区は旧北区より分区
• 市内中心部の商業地域の集積
（梅田・難波・京橋）

• 商業地域を支える住居地域としての都島区の
活性化、再開発

Ａ
• 鶴⾒区は旧城東区より分区、旧城東区は
旧旭区より分区

• 東部住居地域を集積
• 鉄道および幹線道路による結びつきを重視

Ｅ

将来推計人口30万人以上（平成47年度時点）を基本とし、地域の結びつき（コミュニティ、交通）並びに⾏政区同⼠
の結びつきを考慮するとともに、一体開発など将来性を検討して案を策定

此花区
⻄区 中央区

住之江区

港区

大正区 ⻄成区

浪速区 天王寺区

東成区

生野区

住吉区

阿倍野区

東住吉区
平野区

Ｃ

Ｂ

Ｇ

体的な港湾開発を考慮
• 鉄道および幹線道路・⾼速道路
による結びつきを重視

Ｂ
• 生野区は旧東成区より分区、天王寺
区・浪速区は旧南区（現中央区）より
分区

• 鉄道による結びつきを重視
⇒ 鶴橋・難波・天王寺を拠点とした東
⻄軸によるまちづくり

Ｃ

• 住之江区は旧住吉区より分区
• ⻄南部の港湾地域および隣接住居地域を集積 、一体
的な港湾開発

• 鉄道および幹線道路・⾼速道路による結びつきを重視
Ｇ

9

Ｆ

• 平野区は旧東住吉区より分区、阿倍野区・旧東
住吉区は旧住吉区より分区

• 南東部住居地域を集積
• 鉄道および幹線道路・⾼速道路による結びつきを
重視 ⇒ 阿倍野を拠点とした放射状の開発

Ｆ



○ 試案１ 7ブロック（北区・中央区分離） 【鉄道網の体系】
鉄道網 ＪＲ・私鉄 鉄道網 地下鉄・ニュートラム

私鉄

ＪＲ

淀川区

東淀川区

⻄淀川区
福島区

北区
都島区

旭区

此花区 ⻄区

中央区

城東区鶴⾒区

港区 浪速区

東成区

1

23 4

6
7

8

5

9

御堂筋線

四つ橋線

谷町線
堺筋線

中央線

⻑堀鶴⾒緑地線

今⾥筋線

A

B C

D

E

淀川区
東淀川区

⻄淀川区
福島区

北区
都島区

旭区

此花区 ⻄区 中央区

城東区 鶴⾒区

東成区

1

2

3
4

5

6 近鉄 大阪線

京阪 京阪本線

京阪 中之島線

阪急 宝塚線

阪急 京都線

阪急 神⼾線

阪急 千⾥線

阪神 なんば線

JR 京都線

JR 東⻄線

JR 大阪環状線

JR ゆめ咲線

JR 学研都市線

阪神 阪神本線

京阪 京阪本線

JR 神⼾線

A

B C

D

E

10

新大阪駅（JR）

1 新大阪駅（JR） 2 十三駅（阪急） 3 大阪駅（JR)
梅田（阪急・阪神）

4 京橋駅（JR・京阪） 5 ⻄九条駅（JR・阪神） 6 弁天町駅（JR)

7 鶴橋駅（JR・近鉄） 8
難波駅（JR）
大阪難波駅（近鉄）
なんば駅（南海）

9 天王寺駅（JR）

10 大阪阿部野橋駅（近鉄）

住之江区

港区

大正区
⻄成区

浪速区
天王寺区生野区

住吉区

阿倍野区

東住吉区 平野区

10

11

8 9

千日前線

南港ポートタウン線

御堂筋線

谷町線

F
G

1 新大阪駅 2 梅田駅 3 ⻄梅⽥駅

4 東梅田駅 5 京橋駅 6 本町駅

7 心斎橋駅 8 弁天町駅 9 鶴橋駅

10 なんば駅 11 天王寺駅

住之江区

港区

大正区
⻄成区

浪速区
天王寺区

生野区

住吉区

阿倍野区

東住吉区 平野区

6 78

9
10

近鉄 南大阪線

南海 南海本線

阪堺 上町線

近鉄 大阪線JR ゆめ咲線

JR 阪和線

JR ⼤和路線

南海高野線

阪堺 阪堺線

F
G



○ 試案２ 7ブロック（北区・中央区合体） 【鉄道網の体系】
鉄道網 ＪＲ・私鉄 鉄道網 地下鉄・ニュートラム

私鉄

ＪＲ

淀川区
東淀川区

⻄淀川区
福島区

北区
都島区

旭区

此花区 ⻄区 中央区

城東区 鶴⾒区

東成区

1

2

3
4

5

6 8
近鉄 大阪線

京阪 京阪本線

京阪 中之島線

阪急 宝塚線

阪急 京都線

阪急 神⼾線

阪急 千⾥線

阪神 なんば線

JR 京都線

JR 東⻄線

JR 大阪環状線

JR ゆめ咲線

JR 学研都市線

阪神 阪神本線

京阪 京阪本線

JR 神⼾線

A

B

D

E

淀川区

東淀川区

⻄淀川区
福島区

北区
都島区

旭区

此花区
⻄区

中央区

城東区
鶴⾒区

東成区

1

23 4

6
7

8

5

御堂筋線

四つ橋線

谷町線
堺筋線

中央線

⻑堀鶴⾒緑地線

今⾥筋線

A

B

D

E

新大阪駅（JR）

1 新大阪駅（JR） 2 十三駅（阪急） 3 大阪駅（JR)
梅田（阪急・阪神）

4 京橋駅（JR・京阪） 5 ⻄九条駅（JR・阪神） 6 弁天町駅（JR)

7 鶴橋駅（JR・近鉄） 8
難波駅（JR）
大阪難波駅（近鉄）
なんば駅（南海）

9 天王寺駅（JR）

10 大阪阿部野橋駅（近鉄）

1 新大阪駅 2 梅田駅 3 ⻄梅⽥駅

4 東梅田駅 5 京橋駅 6 本町駅

7 心斎橋駅 8 弁天町駅 9 鶴橋駅

10 なんば駅 11 天王寺駅

住之江区

港区

大正区
⻄成区

浪速区
天王寺区

生野区

住吉区

阿倍野区

東住吉区 平野区

6 78

9
10

近鉄 南大阪線

南海 南海本線

阪堺 上町線

近鉄 大阪線JR ゆめ咲線

JR 阪和線

JR ⼤和路線

南海 高野線

阪堺 阪堺線
C

FG
住之江区

港区

大正区 ⻄成区

浪速区
天王寺区生野区

住吉区

阿倍野区

東住吉区 平野区

10

11

8 9

千日前線

南港ポートタウン線

御堂筋線

谷町線

B

C

F

G

11



淀川区

東淀川区

⻄淀川区

福島区

北区
都島区

旭区

城東区
鶴⾒区

Ａ

○ 試案３ ５ブロック（北区・中央区分離） 【考え方】

• 淀川区は旧東淀川区より分区、都島区は旧北
区より分区、旧東淀川区より分区した大淀区と
北区は合区

• 北部住居地域および北部商業地域を集積
• 鉄道および幹線道路による結びつきを重視
⇒ 梅田・新大阪・京橋を拠点とする商業活動

Ａ • 鶴⾒区は旧城東区より分区、旧城東区
は旧旭区より分区、生野区・旧旭区は
旧東成区より分区

• 東部住居地域を集積
• 鉄道および幹線道路による結びつきを重
視 ⇒ 南北軸によるまちづくり

Ｃ

将来推計人口45万人前後（平成47年度時点）を基本とし、地域の結びつき（コミュニティ、交通）並びに⾏政区同⼠
の結びつきを考慮するとともに、一体開発など将来性を検討して案を策定

12

此花区 ⻄区

中央区

住之江区

港区

大正区 ⻄成区

浪速区
天王寺区

東成区

生野区

住吉区

阿倍野区

東住吉区
平野区

Ｅ

Ｄ

Ｃ

• 福島区は旧此花区より分区、大正区は
港区より分区、港区・旧此花区は旧⻄区
より分区

• 港湾地域を集積し、隣接商業地域である
福島区を組み込むことによる一体開発

• 鉄道および幹線道路・⾼速道路による結
びつきを重視

Ｂ

• 天王寺区・浪速区は旧南区（現中央
区）より分区、中央区は旧東区と旧南区
の合区

• ＪＲ環状線の内側を中心に集積した商業
地域

• 鉄道による結びつきを重視
⇒ 南部住居地域（⻄成）を背景とした
商業振興

Ｅ

• 平野区は旧東住吉区より分区、阿倍野区・旧東
住吉区は旧住吉区より分区

• 南東部住居地域を集積
• 鉄道および幹線道路・⾼速道路による結びつきを
重視⇒ 阿倍野を拠点とした放射状の開発

Ｄ

Ｂ



淀川区

東淀川区

⻄淀川区 福島区
北区

都島区

旭区

城東区 鶴⾒区

Ａ

○ 試案４ ５ブロック（北区・中央区合体） 【考え方】

• 福島区は旧此花区より分区、大正区は
旧港区より分区、旧港区・旧此花区は旧
⻄区より分区

• 港湾地域を集積し、隣接商業地域である
福島区・⻄区を組み込むことによる⼀体
開発
（住・商・工のバランスの取れたエリア）

• 鉄道および幹線道路・⾼速道路による結
びつきを重視

Ｂ

• 淀川区は旧東淀川区より分区
• 北東部住居地域を集積
• 新大阪・京橋を拠点としたまちづくり
• 鉄道および幹線道路による結びつきを重視

Ａ

• 鶴⾒区は旧城東区より分区、⽣野区は
旧東成区より分区

• 東部住居地域を集積
• 鉄道および幹線道路による結びつきを重
視

Ｃ

将来推計人口45万人前後（平成47年度時点）を基本とし、地域の結びつき（コミュニティ、交通）並びに⾏政区同⼠
の結びつきを考慮するとともに、一体開発など将来性を検討して案を策定

此花区
⻄区 中央区

住之江区

港区

大正区 ⻄成区

浪速区 天王寺区

東成区

生野区

住吉区

阿倍野区

東住吉区
平野区

Ｅ
Ｃ

Ｂ

視
⇒ 南北軸によるまちづくり

• 天王寺区・浪速区は旧南区（現中央
区）より分区、中央区は旧東区・旧南区
の合区

• 市内中心部を貫く大阪の発展の牽引とし
ての役割（梅田・難波・天王寺）

• 鉄道および幹線道路・⾼速道路による結
びつきを重視

• 商業地域（北・中央・浪速）と住居地域
（天王寺・⻄成・阿倍野）のバランスの取
れたエリア

Ｅ
• 平野区は旧東住吉区より分区、住之江区は旧住
吉区より分区、旧東住吉区は旧住吉区より分区

• 南部住居地域を集積
⇒ 東⻄軸によるまちづくりから港湾地域への発展

• 鉄道および幹線道路による結びつきを重視
Ｄ

13

Ｄ



○ 試案３ ５ブロック（北区・中央区分離） 【鉄道網の体系】
鉄道網 ＪＲ・私鉄 鉄道網 地下鉄・ニュートラム

淀川区

東淀川区

⻄淀川区
福島区

北区 都島区
旭区

此花区 ⻄区 中央区

城東区
鶴⾒区

東成区

1

2

3
4

5

6 近鉄 大阪線

京阪 京阪本線

京阪 中之島線

阪急 宝塚線

阪急 京都線

阪急 神⼾線

阪急 千⾥線

阪神 なんば線

JR 京都線

JR 東⻄線

JR 大阪環状線

JR ゆめ咲線

JR 学研都市線

阪神 阪神本線

京阪 京阪本線

JR 神⼾線

A

C

E

淀川区

東淀川区

⻄淀川区
福島区

北区
都島区

旭区

此花区
⻄区

中央区

城東区 鶴⾒区

東成区

1

23 4

6
7

8

5

御堂筋線

四つ橋線

谷町線
堺筋線

中央線

⻑堀鶴⾒緑地線

今⾥筋線

A

B

C

E

14

私鉄

ＪＲ

新大阪駅（JR）

1 新大阪駅（JR） 2 十三駅（阪急） 3 大阪駅（JR)
梅田（阪急・阪神）

4 京橋駅（JR・京阪） 5 ⻄九条駅（JR・阪神） 6 弁天町駅（JR)

7 鶴橋駅（JR・近鉄） 8
難波駅（JR）
大阪難波駅（近鉄）
なんば駅（南海）

9 天王寺駅（JR）

10 大阪阿部野橋駅（近鉄）

1 新大阪駅 2 梅田駅 3 ⻄梅⽥駅

4 東梅田駅 5 京橋駅 6 本町駅

7 心斎橋駅 8 弁天町駅 9 鶴橋駅

10 なんば駅 11 天王寺駅

住之江区

港区

大正区 ⻄成区

浪速区 天王寺区

東成区

生野区

住吉区

阿倍野区

東住吉区
平野区

6 78

9
10

近鉄 南大阪線

南海 南海本線

阪堺 上町線

近鉄 大阪線JR ゆめ咲線

JR 阪和線

JR ⼤和路線

南海 高野線

阪堺 阪堺線
B

D

⻄区

住之江区

港区

大正区 ⻄成区

浪速区 天王寺区

東成区

生野区

住吉区

阿倍野区

東住吉区 平野区

10

11

8 9

千日前線

南港ポートタウン線

御堂筋線

谷町線

B

D



○ 試案４ ５ブロック（北区・中央区合体） 【鉄道網の体系】
鉄道網 ＪＲ・私鉄 鉄道網 地下鉄・ニュートラム

私鉄

ＪＲ

淀川区

東淀川区

⻄淀川区
福島区

北区
都島区

旭区

此花区
⻄区

中央区

城東区
鶴⾒区

東成区

1

23 4

6
7

8

5

御堂筋線

四つ橋線

谷町線
堺筋線

中央線

⻑堀鶴⾒緑地線

今⾥筋線

A

B

CE

淀川区
東淀川区

⻄淀川区
福島区

北区
都島区

旭区

此花区 ⻄区 中央区

城東区 鶴⾒区

東成区

1

2

3
4

5

6 近鉄 大阪線

京阪 京阪本線

京阪 中之島線

阪急 宝塚線

阪急 京都線

阪急 神⼾線

阪急 千⾥線

阪神 なんば線

JR 京都線

JR 東⻄線

JR 大阪環状線

JR ゆめ咲線

JR 学研都市線

阪神 阪神本線

京阪 京阪本線

JR 神⼾線 A

B E

C

新大阪駅（JR）

1 新大阪駅（JR） 2 十三駅（阪急） 3 大阪駅（JR)
梅田（阪急・阪神）

4 京橋駅（JR・京阪） 5 ⻄九条駅（JR・阪神） 6 弁天町駅（JR)

7 鶴橋駅（JR・近鉄） 8
難波駅（JR）
大阪難波駅（近鉄）
なんば駅（南海）

9 天王寺駅（JR）

10 大阪阿部野橋駅（近鉄）

1 新大阪駅 2 梅田駅 3 ⻄梅⽥駅

4 東梅田駅 5 京橋駅 6 本町駅

7 心斎橋駅 8 弁天町駅 9 鶴橋駅

10 なんば駅 11 天王寺駅

住之江区

港区

大正区 ⻄成区

浪速区
天王寺区生野区

住吉区

阿倍野区

東住吉区 平野区

10

11

8 9

千日前線

南港ポートタウン線

御堂筋線

谷町線

D

住之江区

港区

大正区
⻄成区

浪速区
天王寺区

生野区

住吉区

阿倍野区

東住吉区 平野区

6 78

9
10

近鉄 南大阪線

南海 南海本線

阪堺 上町線

近鉄 大阪線JR ゆめ咲線

JR 阪和線

JR ⼤和路線

南海 高野線

阪堺 阪堺線

15

D





参考資料
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参考資料



Ａ
Ｅ

Ｄ

ＣＢ

面積 H22年
人口

H27年
推計人口

H37年
推計人口

H47年
推計人口

（km2） （人） （人） （人） （人）
Ａ 21.05 280,314 290,142 305,138 299,493

Ｂ 53.17 400,588 403,013 399,476 372,050

Ｃ 18.05 210,207 228,462 266,704 272,851

Ｄ 25.89 348,663 337,361 307,643 268,929

Ｅ 27.43 449,700 442,636 418,349 383,838

Ｆ 33.43 464,738 444,767 393,999 336,493

Ｇ 43.45 511,104 481,876 414,308 345,753

面積・人口

＊ ［面積」・「人口」は平成22年国勢調査より

18【参考資料】 〜試案１ 7ブロック（北区・中央区分離）〜 18

Ｆ
Ｇ

Ａ 都島区・北区・福島区

Ｂ 此花区・⻄区・港区・⼤正区・⻄淀川区

Ｃ 天王寺区・中央区・浪速区

Ｄ 淀川区・東淀川区

Ｅ 城東区・東成区・旭区・鶴⾒区

Ｆ 平野区・生野区・東住吉区

Ｇ ⻄成区・住之江区・阿倍野区・住吉区

図書館 スポーツ
センター

プール
施設

区⺠
センター
ホール

⽼⼈
福祉
センター

子ども・
子育て
プラザ

（館） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所）
Ａ 3 3 3 4 4 3 

Ｂ 5 5 5 8 5 5 

Ｃ 3 3 3 4 4 3 

Ｄ 2 2 2 3 2 2 

Ｅ 4 4 5 5 4 4 

Ｆ 3 3 3 5 3 3 

Ｇ 4 4 4 5 4 4 

市⺠利⽤施設

＊ ［面積」・「人口」は平成22年国勢調査より
＊ H27〜H47の人口は将来推計人口（大阪市政策企画室調べ）

＊ ⼤阪市⽴施設



⼤阪市の⾏政機関 大阪府の⾏政機関 国の機関

区役所

財政局
ゆとりと
みどり
振興局

健康局 環境局 環境局 建設局 水道局 消防局
府税事
務所 警察署

国税庁 厚⽣労働省
日本
年⾦
機構

市税
事務所

公園
事務所

生活衛生監視
事務所

環境保全監視
グループ

環境事業
センター 工営所 営業所 サービス

ステーション
水道
工事
センター

消防署 出張所 税務署
労働
基準
監督署

公共
職業
安定所

年⾦
事務所

（ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所）
A 3 2 1 1 1 0 1 2 2 3 10 1 5 3 1 1 2 

B 5 1 2 1 2 2 1 3 2 6 11 1 6 3 2 1 2 

C 3 1 3 1 1 0 1 2 1 3 8 2 4 4 1 1 3 

D 3 0 1 0 1 1 1 2 2 2 8 0 2 1 1 1 1 

E 4 0 2 0 1 1 2 3 2 4 9 1 4 3 0 0 2 

F 7 0 1 0 3 2 1 3 2 3 10 0 3 2 0 0 1 

G 4 1 0 2 2 2 1 2 1 4 9 0 4 3 1 1 1 

⾏政機関の状況

G

小学校 中学校
市⽴ ※郊外校除く 国⽴ 私⽴ 市⽴ ※郊外校除く 国⽴ 私⽴

学校数
（本校）

学校数
（分校） 児童数 学校数 児童数 学校数 児童数 学校数 生徒数 学校数 生徒数 学校数 生徒数

(人） (人） (人） (人） (人） (人）
A 29 1 10,679 0 0 0 0 13 4,684 0 0 1 251 
B 52 1 19,126 0 0 0 0 20 8,963 0 0 1 75 
C 24 0 6,507 0 0 2 1,425 9 2,653 1 477 9 5,300 
D 34 0 14,659 0 0 0 0 14 7,162 0 0 1 244 
E 49 0 23,200 0 0 1 409 19 10,635 0 0 4 1,332 
F 56 0 22,615 1 713 1 433 27 11,593 1 357 2 582 
G 53 1 21,706 1 717 3 1,011 26 10,894 0 0 6 2,349 

小学校・中学校の概況

＊出典：平成23年度学校基本調査

＊出典：⼤阪市市⺠局調べ ＊「区役所」は、出張所含む。 ＊「水道工事センター」は、分室含む。
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【参考資料】 〜試案２ 7ブロック（北区・中央区合体）〜

面積 H22年
人口

H27年
推計人口

H37年
推計人口

H47年
推計人口

（km2） （人） （人） （人） （人）
Ａ 25.26 291,711 308,928 344,723 337,845 

Ｂ 48.41 398,368 410,329 426,363 417,282 

Ｃ 22.10 345,760 343,881 333,669 311,810 

Ｄ 25.89 348,663 337,361 307,643 268,929 

Ｅ 22.88 369,469 363,371 342,327 313,166 

Ｆ 31.04 437,079 421,281 379,143 330,749 

Ｇ 46.89 474,264 443,106 371,749 299,626 

面積・人口

＊ ［面積」・「人口」は平成22年国勢調査より

Ａ
Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

20

Ａ 都島区・北区・中央区

Ｂ 此花区・福島区・⻄区・港区・⻄淀川区

Ｃ 天王寺区・浪速区・東成区・⽣野区

Ｄ 淀川区・東淀川区

Ｅ 城東区・旭区・鶴⾒区

Ｆ 平野区・阿倍野区・東住吉区

Ｇ ⻄成区・⼤正区・住之江区・住吉区

図書館 スポーツ
センター

プール
施設

区⺠
センター
ホール

⽼⼈
福祉
センター

子ども・
子育て
プラザ

（館） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所）
Ａ 3 3 3 5 5 3 

Ｂ 5 5 5 7 5 5 

Ｃ 4 4 4 4 4 4 

Ｄ 2 2 2 3 2 2 

Ｅ 3 3 4 4 3 3 

Ｆ 3 3 3 5 3 3 

Ｇ 4 4 4 6 4 4 

市⺠利⽤施設

＊ ［面積」・「人口」は平成22年国勢調査より
＊ H27〜H47の人口は将来推計人口（大阪市政策企画室調べ）

Ｆ
Ｇ

＊ ⼤阪市⽴施設



⼤阪市の⾏政機関 大阪府の⾏政機関 国の機関

区役所

財政局
ゆとりと
みどり
振興局

健康局 環境局 環境局 建設局 水道局 消防局
府税事
務所 警察署

国税庁 厚⽣労働省
日本
年⾦
機構

市税
事務所

公園
事務所

生活衛生監視
事務所

環境保全監視
グループ

環境事業
センター 工営所 営業所 サービス

ステーション
水道
工事
センター

消防署 出張所 税務署
労働
基準
監督署

公共
職業
安定所

年⾦
事務所

（ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所）
A 3 2 2 2 1 0 1 1 2 3 12 2 6 4 2 2 2 

B 5 1 2 1 1 2 2 3 3 6 11 1 ６ 4 2 1 3 

C 4 1 2 0 2 1 1 4 1 4 9 1 4 4 0 0 3 

D 3 0 1 0 1 1 1 2 2 2 8 0 2 1 1 1 1 

E 3 0 2 0 1 1 1 2 1 3 7 1 3 2 0 0 1 

F 7 1 1 1 2 1 1 3 2 3 9 0 3 2 0 1 1 

G 4 0 0 1 3 2 1 2 1 4 9 0 ４ 2 1 0 1 

⾏政機関の状況

G

小学校 中学校
市⽴ ※郊外校除く 国⽴ 私⽴ 市⽴ ※郊外校除く 国⽴ 私⽴

学校数
（本校）

学校数
（分校） 児童数 学校数 児童数 学校数 児童数 学校数 生徒数 学校数 生徒数 学校数 生徒数

(人） (人） (人） (人） (人） (人）
A 27 1 9,995 0 0 2 1,425 13 4,375 0 0 5 1,697 

B 50 1 18,586 0 0 0 0 19 8,355 0 0 1 75 

C 47 0 13,236 0 0 0 0 19 6,232 1 477 6 4,355 

D 34 0 14,659 0 0 0 0 14 7,162 0 0 1 244 

E 38 0 19,488 0 0 1 409 15 9,067 0 0 4 1,332 

F 47 1 22,662 2 1,430 1 433 23 11,052 1 357 3 1,237 

G 54 0 19,866 0 0 3 1,011 25 10,341 0 0 4 1,193 

小学校・中学校の概況

＊出典：平成23年度学校基本調査

＊出典：⼤阪市市⺠局調べ ＊「区役所」は、出張所含む。 ＊「水道工事センター」は、分室含む。
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【参考資料】 〜試案３ ５ブロック（北区・中央区分離）〜

面積 H22年
人口

H27年
推計人口

H37年
推計人口

H47年
推計人口

（km2） （人） （人） （人） （人）

Ａ 42.27 561,687 555,701 532,578 481,511 

Ｂ 73.41 512,030 503,785 474,501 432,242 

Ｃ 35.81 583,709 569,378 529,080 477,388 

Ｄ 40.38 592,651 569,499 510,450 443,333 

Ｅ 30.60 415,237 429,894 459,008 444,933 

面積・人口

＊ ［面積」・「人口」は平成22年国勢調査より
＊ H27〜H47の人口は将来推計人口（大阪市政策企画室調べ）

Ａ

Ｅ

Ｃ

Ｂ

22

Ａ 都島区・北区・淀川区・東淀川区

Ｂ 此花区・福島区・港区・⼤正区・⻄淀川区・住之江区

Ｃ 城東区・東成区・⽣野区・旭区・鶴⾒区

Ｄ 平野区・阿倍野区・住吉区・東住吉区

Ｅ ⻄成区・中央区・⻄区・天王寺区・浪速区

図書館 スポーツ
センター

プール
施設

区⺠
センター
ホール

⽼⼈
福祉
センター

子ども・
子育て
プラザ

（館） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所）

Ａ 4 4 4 6 5 4 

Ｂ 6 6 6 10 6 6 

Ｃ 5 5 6 6 5 5 

Ｄ 4 4 4 6 4 4 

Ｅ 5 5 5 6 6 5 

市⺠利⽤施設

＊ H27〜H47の人口は将来推計人口（大阪市政策企画室調べ）

Ｄ

＊ ⼤阪市⽴施設



⼤阪市の⾏政機関 大阪府の⾏政機関 国の機関

区役所

財政局
ゆとりと
みどり
振興局

健康局 環境局 環境局 建設局 水道局 消防局
府税事
務所 警察署

国税庁 厚⽣労働省
日本
年⾦
機構

市税
事務所

公園
事務所

生活衛生監視
事務所

環境保全監視
グループ

環境事業
センター 工営所 営業所 サービス

ステーション
水道
工事
センター

消防署 出張所 税務署
労働
基準
監督署

公共
職業
安定所

年⾦
事務所

（ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所）

A 5 2 2 1 2 1 1 3 3 4 16 1 6 3 2 2 2 

B 6 1 1 2 3 3 2 4 2 7 14 0 7 3 1 1 3 

C 5 0 2 0 2 2 2 4 2 5 12 1 5 4 0 0 2 

D 8 1 1 1 2 1 1 4 2 4 11 0 4 3 0 1 1 

E 5 1 4 1 2 1 2 2 3 5 12 3 6 6 3 1 4 

⾏政機関の状況

小学校 中学校
市⽴ ※郊外校除く 国⽴ 私⽴ 市⽴ ※郊外校除く 国⽴ 私⽴

学校数
（本校）

学校数
（分校） 児童数 学校数 児童数 学校数 児童数 学校数 生徒数 学校数 生徒数 学校数 生徒数

(人） (人） (人） (人） (人） (人）

A 54 1 22,465 0 0 0 0 24 10,710 0 0 2 495 

B 68 0 24,540 0 0 1 148 27 11,985 0 0 2 154 

C 68 0 28,406 0 0 1 409 28 13,473 0 0 5 1,833 

D 61 1 29,863 2 1,430 3 1,296 31 14,688 1 357 6 2,351 

E 46 1 13,218 0 0 2 1,425 18 5,728 1 477 9 5,300 

小学校・中学校の概況

＊出典：平成23年度学校基本調査

＊出典：⼤阪市市⺠局調べ ＊「区役所」は、出張所含む。 ＊「水道工事センター」は、分室含む。
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【参考資料】 〜試案４ ５ブロック（北区・中央区合体）〜

Ａ

Ｅ

ＣＢ

面積 H22年
人口

H27年
推計人口

H37年
推計人口

H47年
推計人口

（km2） （人） （人） （人） （人）

Ａ 38.24 543,750 527,458 483,162 425,450 

Ｂ 57.84 467,878 474,815 479,679 458,961 

Ｃ 29.51 491,254 481,930 452,755 413,314 

Ｄ 55.16 613,511 587,637 520,501 442,197 

Ｅ 41.72 548,921 556,417 569,520 539,485 

面積・人口

＊ ［面積」・「人口」は平成22年国勢調査より
＊ H27〜H47の人口は将来推計人口（大阪市政策企画室調べ）

24

Ｄ

Ａ 都島区・淀川区・東淀川区・旭区

Ｂ 此花区・福島区・⻄区・港区・⼤正区・⻄淀川区

Ｃ 城東区・東成区・⽣野区・鶴⾒区

Ｄ 平野区・住之江区・住吉区・東住吉区

Ｅ ⻄成区・北区・中央区・天王寺区・浪速区・阿倍野区

図書館 スポーツ
センター

プール
施設

区⺠
センター
ホール

⽼⼈
福祉
センター

子ども・
子育て
プラザ

（館） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所）

Ａ 4 4 ５ 5 4 4 

Ｂ 6 6 6 9 6 6 

Ｃ 4 4 ４ 5 4 4 

Ｄ 4 4 4 7 4 4 

Ｅ 6 6 6 8 8 6 

市⺠利⽤施設

＊ H27〜H47の人口は将来推計人口（大阪市政策企画室調べ）

＊ ⼤阪市⽴施設



⼤阪市の⾏政機関 大阪府の⾏政機関 国の機関

区役所

財政局
ゆとりと
みどり
振興局

健康局 環境局 環境局 建設局 水道局 消防局
府税事
務所 警察署

国税庁 厚⽣労働省
日本
年⾦
機構

市税
事務所

公園
事務所

生活衛生監視
事務所

環境保全監視
グループ

環境事業
センター 工営所 営業所 サービス

ステーション
水道
工事
センター

消防署 出張所 税務署
労働
基準
監督署

公共
職業
安定所

年⾦
事務所

（ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所） （ヶ所）

A 5 1 2 0 1 1 2 3 4 4 12 0 4 2 1 1 1 

B 6 1 2 1 2 2 2 4 3 7 13 1 7 4 2 1 3 

C 4 0 1 0 2 2 1 3 1 4 10 1 4 3 0 0 2 

D 8 0 1 1 3 2 2 3 3 4 12 0 4 2 0 0 2 

E 6 3 4 3 3 1 1 4 1 6 18 3 9 8 3 3 4 

⾏政機関の状況

小学校 中学校
市⽴ ※郊外校除く 国⽴ 私⽴ 市⽴ ※郊外校除く 国⽴ 私⽴

学校数
（本校）

学校数
（分校） 児童数 学校数 児童数 学校数 児童数 学校数 生徒数 学校数 生徒数 学校数 生徒数

(人） (人） (人） (人） (人） (人）

A 53 1 23,248 0 0 0 0 23 11,362 0 0 2 345 

B 61 1 21,999 0 0 0 0 23 10,099 0 0 1 75 

C 58 0 24,326 0 0 1 409 24 11,355 0 0 4 1,732 

D 66 0 30,472 1 713 4 1,444 33 15,616 1 357 5 1,274 

E 59 1 18,447 1 717 2 1,425 25 8,152 1 477 12 6,707 

小学校・中学校の概況

＊出典：平成23年度学校基本調査

＊出典：⼤阪市市⺠局調べ ＊「区役所」は、出張所含む。 ＊「水道工事センター」は、分室含む。
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⼤阪市　⾏政区の変遷　（イメージ図）
1889年 ◇市制施行（4区制） 東区 南区 西区 北区

（明治22年） 　　　面積（大阪市）：15.27㎞
2

4.63㎞2 2.31㎞2 3.86㎞2 4.47㎞2

4月1日 　　　人口（大阪市）：472,247人 113,916人 145,946人 128,269人 84,116人

1897年 ◇第1次市域拡張（4区制） 東区 南区 西区 北区

（明治30年） 　　　面積（大阪市）：55.67㎞
2

7.09㎞2 9.25㎞2 27.61㎞2 11.72㎞2

4月1日 　　　人口（大阪市）：758,285人 161,402人 225,428人 196,280人 175,175人

1925年 ◇第2次市域拡張（4区制⇒13区制） 東区 南区 天王寺区 浪速区 西区 港区 此花区 北区 東淀川区 西淀川区 東成区 西成区 住吉区

（大正14年） 　　　面積（大阪市）：181.68㎞
2

6.66㎞2 2.90㎞2 4.27㎞2 3.73㎞2 4.27㎞2 17.59㎞2 10.00㎞2 8.60㎞2 24.55㎞2 16.94㎞2 29.79㎞2 7.20㎞2 34.19㎞2

4月1日 　　　人口（大阪市）：2,114,804人 172,411人 121,406人 116,427人 149,890人 130,146人 281,678人 159,547人 200,479人 145,812人 122,332人 236,137人 137,632人 140,907人

　・東成郡、西成郡の44か町村の全部を市域に編入

1932年 ◇分増区（13区制⇒15区制） 東区 南区 天王寺区 浪速区 西区 港区 大正区 此花区 北区 東淀川区 西淀川区 東成区 旭区 西成区 住吉区

（昭和7年） 　　　面積（大阪市）：187.14㎞
2

6.49㎞2 2.73㎞2 4.40㎞2 3.79㎞2 4.26㎞2 9.32㎞2 9.17㎞2 11.25㎞2 8.81㎞2 29.03㎞2 21.27㎞2 10.98㎞2 18.62㎞2 7.08㎞2 39.94㎞2

10月1日 　　　人口（大阪市）：2,453,573人 166,241人 119,793人 116,741人 144,672人 126,076人 259,780人 102,802人 182,761人 217,070人 176,952人 146,652人 219,265人 111,611人 167,879人 195,278人

1943年 ◇分増区（15区制⇒22区制） 東区 南区 天王寺区 浪速区 西区 港区 大正区 此花区 福島区 都島区 北区 大淀区 東淀川区 西淀川区 生野区 東成区 旭区 城東区 西成区 住吉区 阿倍野区 東住吉区

（昭和18年） 　　　面積（大阪市）：187.44㎞
2

5.83㎞2 2.80㎞2 4.64㎞2 4.24㎞2 5.00㎞2 7.85㎞2 9.17㎞2 10.62㎞2 4.55㎞2 5.86㎞2 6.04㎞2 4.93㎞2 25.93㎞2 14.07㎞2 5.61㎞2 4.65㎞2 6.45㎞2 11.95㎞2 7.41㎞2 21.48㎞2 5.87㎞2 12.49㎞2

4月1日 　　　人口（大阪市）：3,252,340人 115,309人 110,701人 123,869人 163,163人 167,079人 268,936人 137,931人 143,715人 147,460人 142,178人 142,911人 120,950人 188,662人 109,747人 202,619人 149,136人 86,960人 138,708人 222,467人 119,826人 121,544人 128,469人

1955年 ◇第3次市域拡張（22区制） 東区 南区 天王寺区 浪速区 西区 港区 大正区 此花区 福島区 都島区 北区 大淀区 東淀川区 西淀川区 生野区 東成区 旭区 城東区 西成区 住吉区 阿倍野区 東住吉区

（昭和30年） 　　　面積（大阪市）：202.18㎞
2

5.92㎞2 2.96㎞2 4.67㎞2 3.83㎞2 5.27㎞2 8.26㎞2 9.10㎞2 10.43㎞2 4.68㎞2 5.86㎞2 5.58㎞2 4.47㎞2 26.10㎞2 11.16㎞2 8.24㎞2 4.51㎞2 6.07㎞2 16.58㎞2 7.42㎞2 19.99㎞2 6.06㎞2 25.02㎞2

4月3日 　　　人口（大阪市）：2,547,316人 56,523人 68,106人 71,549人 70,827人 63,896人 71,692人 78,012人 65,267人 90,684人 82,765人 82,008人 55,545人 208,762人 93,953人 223,180人 132,430人 125,053人 168,299人 188,652人 182,660人 152,141人 215,312人

　・隣接6か町村を合併

　　⇒6か町村を生野区、城東区、東住吉区に編入

1974年 ◇分増区（22区制⇒26区制） 東区 南区 天王寺区 浪速区 西区 港区 大正区 此花区 福島区 都島区 北区 大淀区 東淀川区 淀川区 西淀川区 生野区 東成区 旭区 城東区 鶴見区 西成区 住之江区 住吉区 阿倍野区 東住吉区 平野区

（昭和49年） 　　　面積（大阪市）：206.10㎞
2

5.92㎞2 2.96㎞2 4.68㎞2 3.83㎞2 5.27㎞2 8.26㎞2 9.10㎞2 10.96㎞2 4.68㎞2 5.86㎞2 5.54㎞2 4.51㎞2 13.15㎞2 12.71㎞2 11.16㎞2 8.24㎞2 4.51㎞2 6.11㎞2 8.47㎞2 8.10㎞2 7.42㎞2 14.42㎞2 9.16㎞2 6.06㎞2 9.68㎞2 15.34㎞2

7月22日 　　　人口（大阪市）：2,980,487人 38,564人 49,692人 66,099人 65,746人 56,980人 110,914人 88,954人 85,786人 71,995人 97,118人 53,344人 48,805人 154,757人 155,868人 110,052人 216,234人 110,465人 129,796人 157,217人 89,310人 194,800人 113,544人 187,834人 147,254人 190,382人 188,977人

1989年 ◇合区（26区制⇒24区制） 中央区 天王寺区 浪速区 西区 港区 大正区 此花区 福島区 都島区 北区 東淀川区 淀川区 西淀川区 生野区 東成区 旭区 城東区 鶴見区 西成区 住之江区 住吉区 阿倍野区 東住吉区 平野区

（平成元年） 　　　面積（大阪市）：213.08㎞
2

8.88㎞2 4.68㎞2 3.83㎞2 5.27㎞2 8.26㎞2 9.15㎞2 11.08㎞2 4.68㎞2 5.86㎞2 10.05㎞2 13.15㎞2 12.71㎞2 13.12㎞2 8.24㎞2 4.51㎞2 6.11㎞2 8.47㎞2 8.10㎞2 7.42㎞2 19.27㎞2 9.16㎞2 6.06㎞2 9.68㎞2 15.34㎞2

2月13日 　　　人口（大阪市）：2,636,249人 62,392人 55,939人 49,074人 58,157人 92,033人 82,330人 68,987人 57,497人 91,925人 91,285人 170,831人 159,981人 92,411人 162,058人 83,897人 110,147人 157,466人 89,336人 144,260人 135,923人 162,352人 112,434人 149,331人 196,203人

【参考資料】

　・2区（東区、大正区）を除く13区を廃止し、20区
　　（北区、都島区、福島区、此花区、西区、港区、
　　天王寺区、南区、浪速区、大淀区、西淀川区、
　　東淀川区、東成区、生野区、旭区、城東区、
　　阿倍野区、住吉区、東住吉区、西成区）を設置

　・4区（東淀川区、城東区、住吉区、東住吉区）を
　　廃止し、8区（淀川区、東淀川区、住之江区、
　　城東区、鶴見区、住吉区、東住吉区、平野区）
    を設置

　・北区と大淀区、東区と南区の4区を合して、北区・
　　中央区の2区を設置

　・従来の４区（西区、南区、東区、北区）を継承して、
    区制実施

　・従来の西区、南区、東区、北区の区域をもって、
    大阪市設置　（市制特例による特別市）

　・東成郡、西成郡の28か町村の全部又は一部を、
    西区、南区、東区、北区の各区に編入

　　　4区（西区、南区、東区、北区）を廃止し、8区
      （西区、南区、東区、北区、此花区、天王寺区
　　　港区、浪速区、）を設置

　　　「北区・西区から此花区・港区」、「東区・南区
　　　から天王寺区」、「南区から浪速区」

　　　編入区域をもって、西淀川区、東淀川区、
　　　東成区、住吉区、西成区の5区を設置

　・2区（港区、東成区）を廃止し、4区（港区、大正区、
　　東成区、旭区）を設置
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